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Ⅰ 総論 
 

１ 目的 

 本要領は、地震、風水害等の大規模災害が発生した際に、石川県地域防災計画に基づき

設置する県災害対策本部の下に置かれる保健医療福祉調整本部（以下「調整本部」とい

う。）の役割、組織体制等を定めることにより、災害時における保健・医療・福祉に関す

るニーズを的確に把握し、必要な支援活動を迅速かつ的確に実施することを目的とする。 

 

２ 基本的な考え方 

○本要領では、調整本部全体の役割・体制および調整本部を運営する事務局の役割・体制

等を定めるものとする。 

 

○調整本部が担う個別の活動内容に関する詳細な手順や手続き、運用方法等については、

必要に応じて、対応マニュアル等を別途定めるものとする。 

 

○調整本部の活動は、本要領によるほか、「大規模災害時の保健医療福祉活動に係る体制

の強化について」（令和７年３月３１日厚生労働省大臣官房厚生科学課長等連名通知）

を参考に実施するものとする。 

 

○本要領は、大規模災害時における標準的な業務等を定めたものであり、実際の活動は、

災害の種類や規模、被害状況等により、臨機応変かつ柔軟に対応するものとする。 

 

○個別の活動に関する対応マニュアル等 

名  称 策定・改定 

時期(最新) 

担当課 

災害時の健康管理活動マニュアル H25.3 健康推進課 

石川県災害時医療救護対応マニュアル H25.4 医療支援課 

石川ＤＭＡＴ運営要綱 R7.4 医療支援課 

石川県災害派遣福祉チーム活動マニュアル R1.12 厚生政策課 

災害時における医薬品等の確保・供給体制 R2.4 薬事衛生課 

石川ＤＰＡＴ活動マニュアル R4.4 障害保健福祉課 
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Ⅱ 保健医療福祉調整本部の役割・体制 
 

１ 保健医療福祉調整本部の役割 

調整本部は、保健医療福祉活動チームの全体的な活動調整・情報連携や、保健医療

福祉ニーズ等に関する情報の収集・提供・整理・分析、対応策の立案等の総合的な指

揮・調整を行い、災害時における保健医療福祉活動を迅速かつ的確に実施する。 

 

２ 保健医療福祉調整本部の体制 

（１）設置基準 

調整本部は､県災害対策本部が設置された場合に自動的に設置されるものとする。 

ただし、県災害対策本部が未設置であっても、県民の健康・保健衛生等の安全確

保の観点から、健康福祉部長が必要と認める場合は設置できるものとする。 

 

（２）組織体制 

   調整本部は、県災害対策本部の下に設置され、健康福祉部各課が参画し、相互に

連携するとともに、国、市町、庁内関係部局、保健所、支援団体等と連絡および情

報連携しながら、必要な保健医療福祉活動を実施する。 

   また、調整本部には、以下の役職等を配置する。 

  

○調整本部に配置される役職 

役 職 担当職員等 主な役割 

本部長 健康福祉部長 調整本部の統括 

副本部長 健康福祉部次長（総括） 本部長の補佐 

事務局リーダー 健康福祉部次長（技術） 調整本部事務局の総括 

事務局サブリー

ダー（保健担当） 

健康福祉部次長(保健担当)等で

統括 DHEATに任命されている者 
調整本部事務局保健班の総括 

事務局サブリー

ダー（医療担当） 

健康福祉部次長(医療担当)等で

統括 DHEATに任命されている者 
調整本部事務局医療班の総括 

本部員 健康福祉部各課課長 等 
各課が担当する保健医療福祉

活動の総括 

支援 DHEAT 他県から応援派遣された DHEAT 調整本部事務局総括班の支援 

災害医療コーデ

ィネーター 

石川県災害医療コーディネータ

ーに委嘱された者 

調整本部の活動全般に関する

助言 
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○調整本部の組織体制のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）人員の確保 

   健康福祉部各課は、「大規模災害時における石川県業務継続計画」に基づき、

通常業務を優先度に応じて調整した上で、調整本部が実施する保健医療福祉活動

に必要な人員を確保するものとする。 
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３ 保健医療福祉調整本部の活動内容 

調整本部は、主に、以下のような支援活動を実施する。ただし、保健・医療・福

祉分野の支援活動は、多岐にわたり、災害の種類や規模、被害状況等によっても、

必要な支援は異なることから、臨機応変かつ柔軟に対応するものとする。 

また、調整本部の活動は、発災直後は医療救護活動が中心となるが、保健予防活

動や福祉支援活動等のニーズが増加していくことから、フェーズの変化を把握して

的確な活動を実施するものとする。 

なお、保健医療福祉活動チームの全体的な活動調整・情報連携や、活動方針等の

意思決定を行うため、定期的に、保健医療福祉調整本部会議を開催するものとす

る。（参加者：事務局リーダー、事務局サブリーダー、本部員、災害医療コーディネ

ーター、国職員、支援団体の代表者 等、 開催場所：県庁舎１階１０１会議室） 

 

   ○調整本部の主な活動内容 

活動の分類 主な活動 

医療支援活動 医療救護活動 

被災病院支援 

広域医療搬送 

医薬品、輸血用血液等の確保 

人工透析患者・難病患者等の支援 

保健予防活動 避難所等の巡回による健康管理 

口腔衛生管理・歯科保健指導 

避難所等における栄養・食生活支援 

熱中症対策 

被災者のこころのケア 

避難所環境の整備 

生活不活発病対策 

感染症対策 感染症サーベイランス 

感染症予防対策 

福祉支援活動 高齢者施設支援 

障害者施設支援 

児童施設支援 

避難所等における要配慮者支援 

生活衛生支援活動 食品衛生対策 

入浴機会確保 

ペット等動物対策 

遺体の取り扱いに係る対応 
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○フェーズ別の保健医療福祉活動のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 活動の終了 

調整本部は、被災地の保健・医療・福祉体制の復旧状況に応じて、段階的に活動を縮

小し、県災害対策本部の解散をもって、活動を終了するものとする。 

ただし、調整本部による総合調整等を要しない状況となり、各課の平時の執務体制に

よる活動が適当であると、本部長が認める場合は、活動を終了することができるものと

する。 
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Ⅲ 保健医療福祉調整本部事務局の役割・体制 
 

１ 事務局の役割 

調整本部各課が実施する保健医療福祉活動の総合調整および円滑な本部運営等のた

め、調整本部内に、以下の業務等を行う事務局を設置する。 

・国、市町、他部局、支援団体等との連携・調整の窓口 

・複数課が関係する業務の調整（医療救護活動、避難所等の支援活動など） 

・被災地の情報収集・分析、対応策の検討 

・ＤＨＥＡＴ、保健医療福祉活動チーム等の受援窓口、派遣調整 

・保健医療福祉調整本部会議の開催  等 

 

２ 事務局の体制 

（１）組織体制 

事務局には、以下の役職・班等を配置し、組織的に業務を行うものとする。 

また、関係機関との連絡及び情報連携を円滑に行うために必要があると認めるとき

は、当該関係機関の担当者を配置することができる。 

 

役職・班等 担当職員等 主な役割 

事務局リーダー 健康福祉部次長（技術） 保健医療福祉調整本部事務局の統括 

事務局サブリー

ダー（保健担当） 

健康福祉部次長(保健担

当)等で統括 DHEATに任命

されている者 

保健分野の統括補佐 

事務局サブリー

ダー（医療担当） 

健康福祉部次長(医療担

当)等で統括 DHEATに任命

されている者 

医療分野の統括補佐 

統括班 班長：企画調整室企画ＧＬ 
被災地の情報収集・分析、対応策の検討 

保健医療福祉調整本部会議の開催 

保健・福祉班 
班長：健康推進課課参事 

（統括保健師）等 

DHEAT・保健師チームの派遣調整 

保健・福祉のニーズへの対応  

医療班 
班長：医療支援課医療整備

ＧＬ 

保健医療福祉活動チームの派遣調整 

DMATとの連携した医療ニーズへの対応 

支援ＤＨＥＡＴ 
他県から応援派遣された

ＤＨＥＡＴ 
統括班を支援 

災害医療コーデ

ィネーター 

石川県災害医療コーディ

ネーターに委嘱された者 
調整本部の活動全般に関する助言 

災害時小児周産

期リエゾン 

石川県災害時小児周産期

リエゾンに委嘱された者 

小児・周産期医療分野について、災害医

療コーディネーターをサポート 

災害薬事コーデ

ィネーター 

石川県災害薬事コーディ

ネーターに委嘱された者 

医薬品等の供給調整等について、災害

医療コーディネーターをサポート 
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○事務局の組織体制のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）設置場所 

事務局は、県庁舎会議室に設置する。 

なお、会議室は、災害の規模、関係機関との連携、フェーズの変化等を考慮して

適切な場所を確保するものとする。（例：１１階１１０４会議室） 

 

【参考】ＤＭＡＴ調整本部の設置 

設置想定場所：県庁舎１１階１１０５会議室 

※ＤＭＡＴ調整本部の主な活動 

・保健医療福祉調整本部との連携（情報共有・報告等） 

・保健医療福祉活動チームの指揮及び派遣・受入調整 

・保健医療福祉活動チームの活動拠点の設置や配置調整 

・保健医療福祉活動チーム等へのロジスティック支援 等 
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（３）人員の確保 

事務局は、各課から招集される職員および支援ＤＨＥＡＴ等により構成するもの

とし、各課は、年度当初に対象職員を定めるなどして、予め、必要な人員を確保す

るものとする。 

事務局の人員体制および各課から招集される職員数は、以下のとおりとする。た

だし、各課は、職員配置状況により人員の確保が難しい場合、他課と調整して、招

集される職員数を変更できるものとする。 

また、災害の規模やフェーズの変化等に応じて、事務局の人員体制は、調整する

ものとする。 

 

  ○事務局の人員体制等 

班名等 主な担当業務 人数（職種等） 招集元所属等 

リーダー ・事務局の統括 1名(統括 DHEAT) 技術次長(医師①) 

サブ 

リーダー 
・事務局の副統括 2名(統括 DHEAT) 

健推（医師①） 

地域（医師①） 

統括班 

・国、市町、他部局、支援団体等 

の窓口・調整 

・複数課に関係する事案の調整 

・被災地の情報収集・分析、対応

策の検討 

5名 

(県内 DHEAT等) 

企画調整(事務①) 

健推（医師①） 

薬事（薬剤師①） 

地域（事務①） 

子育（保健師①） 

5名(支援 DHEAT) － 

・保健医療福祉調整本部会議に

関するロジ業務 
2名（事務） 

子ども（事務①） 

長寿（事務①） 

保健・

福祉班 

・ＤＨＥＡＴの派遣調整 4名（事務） 

厚生（事務②） 

障害（事務①） 

子育（事務①） 

・保健師チームの派遣調整 

・避難所等のニーズ分析・対応策

の検討 

4名（保健師） 

2名（事務） 

健推（保健師④） 

健推（事務②） 

医療班 

・医療チームの派遣調整（事務局

に配置） 
1名（事務(GL)） 医療（事務①） 

・医療チームの派遣調整（ＤＭ

ＡＴ調整本部に配置） 

・医療ニーズ分析・対応策の検討 

1名（医師） 

4名（事務） 

地域（医師①） 

医療（事務④） 

コーディ

ネーター 

・災害医療コーディネーター 

・災害時小児周産期リエゾン 

・災害薬事コーディネーター 

3名（各コーディ

ネーター） 
－ 

 合  計 34名  
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３ 事務局の業務 

事務局のリーダー・各班は、主に、以下の業務を行う。 

 

班名等 業務内容 

事務局リーダー 

・事務局全体の指揮 

・統括班の指揮 

・保健医療福祉調整本部会議における進行役 

事務局サブリーダー 

（保健担当）・事務局リーダーの補佐 

・保健・福祉班の指揮 

（医療担当）・事務局リーダーの補佐 

・医療班の指揮 

統括班 

・被災地に関する情報の収集・提供・整理・分析 

・総合的な活動方針の立案及び関係各課への実施の指示・調整 

・国、市町、他部局、他県等との連携に関する調整 

・支援団体の受援・調整の窓口(具体的な調整は各担当課で対応) 

・保健医療福祉調整地域本部との連携・調整 

・定期的な保健医療福祉調整本部会議の開催 

・複数課が関係する業務の連携・調整に関するミーティング等の

開催 

・災害対応の記録作成（クロノロ作成、写真撮影等） 

保健・福祉班 

・ＤＨＥＡＴの派遣調整 

・保健師チームの派遣調整 

・災害時保健福祉医療活動支援システム（Ｄ２４Ｈ）等を活用 

した避難所等のニーズ分析・対応策の検討 

※ＤＷＡＴの派遣調整（担当課：厚生政策課）は、 

別室（１１０５会議室等）で実施 

医療班 

・保健医療活動チームの派遣調整 

・被災医療機関へのロジスティクス支援 

・広域搬送等にかかる関係団体との調整 

・ＤＭＡＴ調整本部との情報連携 

・ＤＭＡＴ調整本部の運営補助等の後方支援 

災害医療 

コーディネーター等 

・事務局リーダーの補佐 

・被災地の保健医療福祉ニーズの把握、保健医療活動チームの 

派遣調整等に係る助言及び支援 
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【参考①】フェーズ別の事務局の主な業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出展：「大規模災害時の保健医療福祉活動に係る体制の強化ついて」（令和７年３月３１日厚生労働省 

大臣官房厚生科学課長等連名通知）） 

 

 

 

【参考②】事務局の必要物品 等 

資機材 備  考 

大型モニター・ＷＥＢ会議用機器 会議室備品 

電話機 管財課へ依頼 ※外線１台、内線３台 

コピー機・プリンター 必要に応じて調達 

ホワイトボード 管財課へ依頼 

ライティングシート 各課で調達 

支援団体用 Wi-Fi デジタル推進課と調整 

支援団体用パソコン デジタル推進課へ依頼 
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【参考③】主な保健医療福祉活動チーム 

名 称 主な活動内容 等 

ＤＭＡＴ（災害派遣医療

チーム） 

病院支援（診療、搬送、物資）、病院避難、広域医療搬

送、医療救護活動、社会福祉施設支援、保健医療福祉活

動チームの調整 等 

ＪＭＡＴ（日本医師会災

害医療チーム） 
避難所、救護所等の巡回診療 等 

日本赤十字社 
避難所、救護所等の巡回診療（救護班）、被災者のここ

ろのケア（こころのケア班） 等 

ＤＰＡＴ（災害派遣精神

医療チーム） 
精神科医療の提供、精神保健活動の支援 等 

ＤＩＣＴ（日本環境感染

学会災害時感染制御支援

チーム） 

調整本部に対する学術情報提供、避難所等に対する技

術的支援、感染対策チームの派遣 等 

日本看護協会災害支援ナ

ース 
避難所支援、病院支援 等 

ＪＲＡＴ（日本災害リハ

ビリテーション支援チー

ム） 

避難所等における生活不活発病予防、避難所の住環境

評価と整備 等 

ＪＤＡＴ（日本災害歯科

支援チーム） 

避難所等における応急歯科医療、口腔衛生を中心とし

た公衆衛生活動 等 

ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄

養士会災害支援チーム） 

緊急栄養補給物資の支援、要配慮者等への栄養・食生活

支援活動 等 

ＤＷＡＴ（災害派遣福祉

チーム） 

要配慮者へのアセスメント、福祉避難所への誘導、日常

生活上の支援、福祉相談支援 等 

国立病院機構医療班 避難所等の巡回診療 等 

ＡＭＡＴ（全日本病院医

療支援班） 
会員病院（民間病院）の支援、避難所等の巡回診療 等 

ＴＭＡＴ 
避難所における医療支援、巡回診療活動、公衆衛生活

動、避難所運営支援 等 

ピースウィンズジャパン 
救助・救命活動、医療救護活動、避難所支援、 

物資支援 等 

ＡＭＤＡ 医療救護活動、避難所支援 等 

ＨｕＭＡ（災害人道医療

支援会） 
医療救護活動、避難所支援 等 

ジャパンハート 医療救護活動、避難所支援 等 

ＪＶＯＡＤ（全国災害ボ

ランティア支援団体ネッ

トワーク） 

災害ボランティア団体等への情報共有、支援団体の調

整 等 
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【改定履歴】 

版数 改定年月日 改 定 内 容 

第 1版 令和 7年 7月 14日 初版 

 

 


